
一

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
ソ
連
の
戦
勝
記
念
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
影
響
︵
徳
永
︶

は
じ
め
に

現
在
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
歴
史
及
び
そ
の
戦
勝
を
記
念

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
局
面
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、﹁
大
祖
国
戦
争
﹂
と
称
さ
れ
る
独
ソ
戦

に
勝
利
し
た
五
月
九
日
は
﹁
戦
勝
記
念
日
﹂
と
し
て
祝
わ
れ
る
特
別
な
日
で
あ

る
。
こ
の
日
は
、
法
律
に
よ
り
非
労
働
日
の
祝
日

1

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の

祝
日
と
同
様
に
、
官
民
問
わ
ず
、
企
業
や
各
種
機
関
は
原
則
と
し
て
休
業
し
、
モ

ス
ク
ワ
を
は
じ
め
と
し
て
、
ロ
シ
ア
全
土
に
て
パ
レ
ー
ド
等
の
大
規
模
な
祝
賀
行

事
が
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
は
、
単
純
に
戦
争
に
勝
利
し
た
歴
史
を
誇
示
す

る
の
み
な
ら
ず
、
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
人
々
へ
の
追
悼
と
い
う
意
味
も
有
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
勝
記
念
は
全
て
の
国
民
が
共
有
可
能
な
、
大
規
模
な
国

家
的
行
事
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
国
家
的
行
事
と
し
て
の
戦
勝
記
念
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
に
は
現

在
よ
り
も
小
規
模
な
形
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
規
模
化
の
嚆
矢
は
ブ

レ
ジ
ネ
フ
期
初
頭
の
一
九
六
五
年
の
戦
勝
二
十
周
年
記
念
で
あ
る
と
多
く
の
先
行

研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ソ
連
時
代
の
戦
勝
記
念
の
成
立
過
程
に
主
眼
を
置
い

た
研
究
で
は
、
ニ
ー
ナ
・
ト
ゥ
マ
ル
キ
ン
が
、
こ
の
時
代
の
遺
骨
収
集
、
戦
跡
巡

礼
、
そ
し
て
戦
勝
記
念
パ
レ
ー
ド
等
を
包
括
し
て
﹁
戦
争
へ
の
崇
拝
﹂
と
定
義
し
、

そ
れ
が
国
民
統
合
理
念
と
し
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

2

。
ま

た
、
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ポ
ソ
フ
は
戦
勝
記
念
を
歴
史
政
策
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
に

位
置
づ
け
た
上
で
、
そ
の
過
程
を
分
析
し
て
い
る

3

。
戦
勝
記
念
の
式
典
に
つ
い
て

は
、
ゲ
ン
ナ
ジ
ー
・
ボ
ル
ジ
ュ
ー
ゴ
フ
が
日
常
空
間
へ
と
浸
透
し
て
い
く
過
程
を

具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
示
し
て
い
る

4

。
日
本
で
は
、
戦
争
の
記
憶
の
共
有
・
継
承

と
い
っ
た
活
動
に
着
目
し
、
国
民
意
識
の
形
成
を
論
じ
た
立
石
洋
子
の
研
究

5

、
戦

勝
記
念
日
に
お
け
る
﹁
黙
祷
放
送
﹂
実
施
ま
で
の
過
程
を
示
し
た
半
谷
史
郎
の
研

究
6

等
が
主
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
の
も
の
も
含
め
て
、
先
行
研
究
は
、

戦
勝
記
念
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
当
時
の
市
民
、
歴
史
家
・
作

家
、
そ
し
て
党
指
導
部
の
動
向
に
着
目
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

一
方
で
、
独
ソ
戦
の
評
価
と
密
接
に
関
連
す
る
は
ず
の
軍
人
が
党
指
導
部
に
与
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え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
こ
の
戦
争
で
指
揮
を
執
っ
た
軍
司
令
官
は
、
自
身
の
経
験

に
基
づ
き
、
回
想
録
や
新
聞
紙
上
の
論
考
に
て
戦
史
に
関
す
る
見
解
を
公
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
扱
う
戦
勝
記
念
に
つ
い
て
も
、
複
数
の
軍
司
令
官
の
式

典
へ
の
出
席
な
ど
、
控
え
目
に
言
っ
て
も
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
に
鑑
み
、
戦
勝
記
念
の
成
立
・
発
展
過
程
に
軍
人
が
与
え
た

影
響
に
着
目
す
る
。

戦
勝
記
念
に
対
す
る
軍
人
の
影
響
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
と
く
に

ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
ジ
ュ
ー
コ
フ

7

に
注
目
す
る
。
理
由
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。
第
一

に
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
独
ソ
戦
に
て
最
高
総
司
令
官
代
理

8

を
務
め
、
戦
勝
に
大
き
く

貢
献
し
た
軍
司
令
官
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
戦
勝
の
歴
史
と
記
憶
か
ら
切
り

離
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
勝
記
念
で
の
役
割
に
も
反
映
さ
れ

て
お
り
、
一
九
四
五
年
の
初
の
戦
勝
記
念
パ
レ
ー
ド
で
は
閲
兵
指
揮
官
を
務
め
、

ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
の
一
九
六
五
年
の
戦
勝
記
念
式
典
で
も
公
式
な
参
加
者
と
し
て
招

聘
さ
れ
た
。
第
二
に
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
党
指
導
部
に
対
し
て
政
策
提
案
が
可
能
な

立
場
に
あ
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
後
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
党
中
央
委
員
及
び
国

防
相
を
務
め
て
お
り
、
軍
司
令
官
で
あ
る
と
と
と
も
に
、
党
指
導
体
制
の
一
員
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
党

指
導
部
へ
な
さ
れ
た
提
案
に
は
、
戦
勝
記
念
に
関
す
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い

た
。
第
三
に
、
既
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
勝
記
念
の
成

立
過
程
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ポ
ソ

フ
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
指
導
部
は
、
政
治
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
新
た
な
方
針
を
策
定

す
る
中
で
、﹁
歴
史
的
一
体
性
を
伴
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
﹂
を
ソ
連
市
民
へ

と
付
与
す
る
た
め
に
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
活
動
を
中
心
と
し
て
、﹁
戦
争
へ
の
崇
拝
﹂

を
部
分
的
に
実
行
し
た
と
指
摘
し
て
い
る

9

。
続
け
て
、
コ
ポ
ソ
フ
は
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
期
の
﹁
戦
争
へ
の
崇
拝
﹂
が
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
と
比
較
し
て
限
定
的
な
も
の
に

終
わ
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
ジ
ュ
ー
コ
フ
を
は
じ
め
と
す
る

軍
司
令
官
に
対
し
て
不
信
感
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

0

。
た
だ
し
、
コ

ポ
ソ
フ
の
研
究
で
は
こ
の
点
に
関
す
る
掘
り
下
げ
た
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
扱
う
期
間
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
、
と
り
わ
け
一
九
五
三
年
の
ス
タ
ー

リ
ン
の
死
か
ら
第
二
十
回
党
大
会
に
て
﹁
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
﹂
が
な
さ
れ
た

一
九
五
六
年
ま
で
と
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
の
戦
勝
記
念

は
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
の
よ
う
な
大
規
模
な
形
式
で
は
挙
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
他
方

で
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
と
比
較
し
て
党
と
軍
の
関
係
が
不
安
定

だ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

!

。
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
一
時

的
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
と
安
定
し
た
関
係
を
築
い
た
が
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
政
治
権
力
の

増
大
を
恐
れ
て
、
一
九
五
七
年
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
を
失
脚
さ
せ
た
。
戦
勝
記
念
の
大

規
模
化
の
嚆
矢
及
び
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
復
権
が
と
も
に
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
と
の
比
較
と
い
う
意
味
で
も
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

期
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と

考
え
る
。

な
お
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
の
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
非
常

に
厚
い
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
本
稿
に
大
き
く
関
連
す
る
事
柄
で
は
、
一
九
五
五
年

の
戦
勝
十
周
年
記
念
に
際
し
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
自
身
の
独
ソ
戦
史
の
解
釈
に
つ
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い
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
ら
党
指
導
部
に
書
簡
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
、
松
戸

@

、
和

田
#

に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行

研
究
を
参
照
し
た
上
で
、
ロ
シ
ア
国
立
現
代
史
文
書
館
所
蔵
文
書
、
刊
行
資
料

集
、
当
時
の
新
聞
の
分
析
を
通
じ
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
の
戦
勝
記
念
に
対
し
て

ジ
ュ
ー
コ
フ
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
以
下
の
構
成
で
検
証
す
る
。
第
一
章
で

は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
国
防
相
に
就
任
し
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
主
導
し
た
軍
事

理
論
を
め
ぐ
る
論
争
を
取
り
上
げ
る
。
続
く
第
二
章
で
は
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
に
よ
る

戦
勝
十
周
年
記
念
に
関
す
る
提
案
が
、
党
指
導
部
に
よ
っ
て
公
式
に
採
用
さ
れ
る

ま
で
の
過
程
を
跡
付
け
、
そ
れ
が
同
時
期
の
ジ
ュ
ー
コ
フ
に
よ
る
外
交
政
策
に
関

わ
る
提
案
と
も
関
連
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
ジ
ュ
ー

コ
フ
に
よ
り
な
さ
れ
た
戦
勝
記
念
に
関
す
る
政
策
提
案
が
、
戦
勝
十
周
年
記
念
の

他
に
も
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
第
二
〇
回
党
大
会
の
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
に
よ
る
﹁
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
﹂
を
受
け
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
提
案
が
独
ソ
戦
の

歴
史
的
解
釈
の
修
正
ま
で
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
な

お
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
を
め
ぐ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の

論
争
に
つ
い
て
は
、
右
に
挙
げ
た
松
戸
、
和
田
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の

先
行
研
究
が
存
在
す
る
た
め
、
戦
争
を
指
揮
し
た
最
高
総
司
令
官
と
し
て
の
役
割

に
関
す
る
も
の
を
除
き
、
本
論
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

一
、  

一
九
五
三
年
三
月
〜
一
九
五
五
年
二
月
―
ス
タ
ー
リ
ン
死

後
の
軍
事
理
論
を
め
ぐ
る
論
争
と
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
動
向

一
九
五
三
年
三
月
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
こ
の
世
を
去
る
と
、
公
式
の
戦
争
史
観
を

再
検
討
す
る
動
き
が
社
会
に
広
ま
り
始
め
た

$

。
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
軍
内
で

は
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
提
唱
し
た
軍
事
理
論
の
再
検
討
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
軍
司
令

官
ら
に
よ
る
再
検
討
は
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
国
防
相
に
就
任
す
る
と
、
ジ
ュ
ー
コ
フ

に
よ
り
主
導
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
軍
事
理
論
に
関

す
る
自
身
の
見
解
に
基
づ
き
、
国
防
政
策
案
を
党
指
導
部
へ
提
示
す
る
に
い
た
っ

た
。
本
章
で
は
、
党
指
導
部
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
軍
内
の
軍
事
理
論
を
め
ぐ

る
論
争
の
中
で
示
さ
れ
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
指
導
体
制
が
一
新
さ
れ
、
マ
レ
ン
コ
フ
が
閣
僚
会
議
議

長
︵
首
相
に
相
当
。
以
降
、﹁
首
相
﹂
と
す
る
︶、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
中
央
委
員

会
第
一
書
記
、
ベ
リ
ヤ
が
閣
僚
会
議
第
一
副
議
長
兼
内
相
に
選
出
さ
れ
た
。
ベ
リ

ヤ
は
一
九
五
三
年
六
月
の
中
央
委
員
会
幹
部
会
に
て
解
任
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以

降
、
マ
レ
ン
コ
フ
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
集
団
指
導
体
制
が
と
ら
れ
た
。
同
年

八
月
、
首
相
で
あ
る
マ
レ
ン
コ
フ
は
最
高
会
議
に
て
新
た
な
経
済
政
策
を
発
表

し
、
同
時
に
東
西
陣
営
間
の
緊
張
緩
和
の
必
要
性
も
主
張
し
た
。
こ
れ
は
、
軍
拡

競
争
を
一
時
的
に
停
止
し
、
そ
の
間
に
経
済
復
興
を
進
め
る
と
い
う
方
針
に
基

づ
く
も
の
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
マ
レ
ン
コ
フ
の
方
針
は
、
ソ
連
の
核
戦
力

保
有
に
よ
り
米
ソ
間
の
勢
力
均
衡
が
既
に
成
立
し
て
い
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
い

た
。
こ
の
最
高
会
議
で
は
勢
力
均
衡
の
根
拠
と
し
て
初
の
水
爆
実
験
の
成
功
も
発
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表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ソ
連
の
核
戦
力
は
米
国
に
比
べ
て
劣
勢
で
あ

り
、
実
際
に
は
、
勢
力
均
衡
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
マ
レ
ン

コ
フ
の
方
針
は
同
年
一
月
に
発
足
し
た
米
国
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
よ
る
核

戦
力
増
強
を
招
き
、
か
え
っ
て
米
ソ
間
の
緊
張
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌

一
九
五
四
年
に
な
さ
れ
た
、
米
ソ
間
の
核
戦
争
は
文
明
を
終
焉
に
導
く
と
い
う
マ

レ
ン
コ
フ
の
主
張
は
軍
か
ら
の
反
発
を
受
け
、
党
内
に
お
け
る
マ
レ
ン
コ
フ
へ
の

支
持
の
低
下
を
招
い
た
。

指
導
体
制
の
一
新
に
伴
い
、
国
防
機
構
で
も
再
編
が
な
さ
れ
た
。
一
九
五
〇

年
以
来
一
時
的
に
分
離
さ
れ
て
い
た
陸
軍
省
と
海
軍
省
が
再
統
合
さ
れ
、
国
防

省
が
設
置
さ
れ
た
。
国
防
相
に
は
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
が
復
帰
し
、
国
防
次
官
に
は
、

ジ
ュ
ー
コ
フ
と
元
陸
軍
相
ワ
シ
レ
フ
ス
キ
ー
が
就
任
し
た
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
ス

タ
ー
リ
ン
時
代
末
期
に
地
上
軍
司
令
官
を
解
任
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
は
軍
内

で
の
復
権
を
意
味
し
た
。
ベ
リ
ヤ
解
任
を
決
定
し
た
幹
部
会
で
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
は

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
を
支
持
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
の
信
任
を
得
た
。
党
内
で
は
、
マ
レ
ン
コ
フ
の
支
持
が
低
下
し
た
の
に
対
し
て
、

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
権
力
基
盤
を
固
め
始
め
た
。

こ
う
し
た
中
、
軍
内
で
は
軍
事
理
論
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
き
て
い
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
中
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
国
防
人
民
委
員
命
令
に
て
﹁
恒
常
五
要
因
﹂

%

を
規

定
し
、
自
身
の
軍
事
理
論
を
明
文
化
し
て
い
た
。
戦
後
も
こ
の
理
論
に
変
更
が
加

え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
の
戦
勝
は
こ
の
理
論
に
正
当
性
を
与
え
る
根
拠
と
さ
れ
、
同
大
戦
で
の
経
験

を
、
将
来
の
戦
争
に
活
か
す
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
の
状
況
は
ス
タ
ー

リ
ン
の
死
に
よ
り
一
変
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
軍
司
令
官
に
よ
り
従
来
の

理
論
を
再
検
討
す
る
い
く
つ
も
の
論
考
が
発
表
さ
れ
た
。
一
九
五
三
年
七
月
、
元

海
軍
相
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
が
﹃
プ
ラ
ウ
ダ
﹄
掲
載
の
論
考
に
て
、﹁
大
祖
国
戦
争
の

経
験
の
み
で
は
も
は
や
十
分
で
は
な
い
﹂
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
軍
事
理
論
に
疑
問

を
呈
し
た

^

。
同
年
九
月
に
は
、
ソ
連
国
防
省
発
行
の
﹃
軍
事
思
想
﹄
誌
の
編
集
者

で
あ
る
タ
レ
ン
ス
キ
ー
が
、
同
誌
掲
載
の
論
考
に
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
軍
事
理
論

が
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
タ
レ
ン
ス
キ
ー
の
論
考
以
降
、
論

争
は
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た

&

。

一
九
五
五
年
二
月
、
マ
レ
ン
コ
フ
は
首
相
を
辞
任
し
、
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
が
後
任

の
首
相
に
就
任
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
の
後
任
と
し
て
ジ
ュ
ー

コ
フ
が
国
防
相
に
就
任
し
た
。
第
一
書
記
で
あ
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
実
質
的
な

最
高
指
導
者
と
な
り
、
党
指
導
部
全
体
で
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、
国
防
領
域
で
は

ジ
ュ
ー
コ
フ
が
政
策
を
主
導
す
る
構
図
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
党
内
人
事
に
合
わ

せ
て
、
党
中
央
委
員
会
幹
部
会
は
常
設
機
関
と
し
て
国
防
会
議
の
設
置
を
決
定
し

た

*

。
決
議
文
書
に
て
、﹁
国
防
政
策
及
び
軍
に
関
す
る
問
題
を
審
議
す
る
義
務
を

負
う
﹂
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
国
防
会
議
は
ソ
連
の

国
防
政
策
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
っ
た
。
議
長
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
で
あ
り
、

構
成
員
も
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
ほ
と
ん
ど
が
党
幹
部
に
よ
っ
て
占
め

ら
れ
て
い
た
が
、
軍
司
令
官
と
し
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
と
ワ
シ
レ
フ
ス
キ
ー
の
二
名

が
選
出
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
自
身
の
立
場
を
背
景
に
、
軍
事
理
論
に
関
す
る
論

争
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
主
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ソ
連
の
核
戦
略
理
論
の
形
成
を

論
じ
た
仙
洞
田
は
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
軍
事
理
論
は
、
全
軍
種
・
兵
種
の
均
等
な
発
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展
と
、
そ
の
上
で
の
既
存
の
軍
事
理
論
へ
の
核
戦
力
の
位
置
づ
け
と
い
う
点
で
一

貫
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
論
拠
と
し
て
、
一
九
五
五
年
五
月
十
三
日

付
﹃
プ
ラ
ウ
ダ
﹄
紙
に
掲
載
さ
れ
た
国
防
相
就
任
に
際
し
て
の
米
国
記
者
団
と
の

会
見
、
一
九
五
六
年
の
第
二
十
回
党
大
会
で
の
演
説
、
そ
し
て
、
回
想
録
に
て
同

一
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

(

。
と
り
わ
け
、﹃
プ
ラ
ウ
ダ
﹄

紙
掲
載
の
米
国
記
者
団
と
の
会
見
で
は
、
こ
の
主
張
に
基
づ
い
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ

は
独
ソ
戦
に
つ
い
て
自
身
の
見
解
を
次
の
よ
う
に
開
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二

次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
敗
因
を
、
ソ
連
の
各
軍
種
の
協
同
作
戦
に
対
す

る
過
小
評
価
に
求
め
、
全
軍
種
・
兵
種
協
調
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る

)

。

ま
た
、
全
軍
種
・
兵
種
の
均
等
な
発
展
と
い
う
こ
の
主
張
は
、
す
ぐ
に
国
防
政
策

に
も
反
映
さ
れ
た
。
国
防
相
就
任
か
ら
間
も
な
い
二
月
十
六
日
に
党
中
央
委
員
会

へ
送
付
し
た
書
簡

a

に
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、
海
軍
及
び
空
軍
は
司
令
部
を
有
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
上
軍
司
令
部
は
一
九
五
〇
年
に
廃
止
さ
れ
て
以
降
、
存

在
し
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
、﹁
現
代
的
要
請
に
完
全
に
応
え
ら
れ
て
い
な

い
﹂
と
し
て
、
改
め
て
地
上
軍
司
令
部
の
設
置
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
の
と
お

り
、
一
九
五
五
年
三
月
に
地
上
軍
司
令
部
は
設
置
さ
れ
た
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、
こ

の
提
案
の
さ
ら
な
る
理
由
と
し
て
、
地
上
軍
に
関
す
る
業
務
を
国
防
省
及
び
参
謀

本
部
が
直
接
管
轄
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
両
者
の
業
務
負
荷
が
高
い
状
態
に
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
上
で
、
参
謀
本
部
の
本
来
の
業
務
を
、﹁
戦
争
へ
の
準
備
と
管
理
、
軍

事
理
論
に
関
す
る
問
題
、
軍
隊
の
建
設
と
発
展
、
そ
し
て
、
そ
の
作
戦
遂
行
上
の

基
本
的
問
題
へ
の
取
り
組
み
﹂
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
軍
の
本
来
の
業
務
に

軍
事
理
論
の
再
検
討
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
党
指
導
部
へ
伝
え
た

も
の
と
し
て
解
釈
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

軍
事
理
論
を
め
ぐ
る
論
争
を
主
導
す
る
中
で
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
国
防
相
と
い
う

立
場
を
背
景
に
し
て
、
軍
事
理
論
に
関
す
る
自
身
の
見
解
を
、
す
ぐ
さ
ま
政
策
へ

と
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
政
策
提
言
を
行
う
端
緒
で
も

あ
っ
た
が
、
こ
の
時
は
ま
だ
国
防
政
策
と
い
う
軍
事
理
論
と
密
接
な
領
域
に
限
ら

れ
て
い
た
。

二
、  

一
九
五
五
年
―
ジ
ュ
ー
コ
フ
に
よ
る
戦
勝
記
念
及
び
外
交

政
策
へ
の
提
案

や
が
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
国
防
政
策
に
限
定
せ
ず
そ
れ
以
外
の
政
策
分
野
に
つ

い
て
も
提
案
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
戦
勝
記
念
行
事
に
つ
い

て
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
五
五
年
の
戦
勝
記
念
行
事
実
施
の
契
機
と
な
っ
た
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
外
交
政
策
で
あ
る
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
に
よ
る
外
交
政
策
へ
の
提
案

は
、
独
ソ
戦
の
評
価
を
め
ぐ
る
論
考
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
党
指
導
部
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
ふ
た
つ
の
提
案
が

党
指
導
部
に
て
審
議
さ
れ
た
の
は
と
も
に
一
九
五
五
年
五
月
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

頃
、
ソ
連
を
取
り
巻
く
国
際
政
治
は
変
動
期
を
迎
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の

中
で
、
戦
勝
記
念
に
関
わ
る
政
策
と
外
交
政
策
が
密
接
に
絡
み
合
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
連
関
は
、
戦
勝
十
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
と

コ
ー
ネ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
そ
し
て
両
者
の
独
ソ
戦
に
関
す
る
見
解
の
差
異
に

反
映
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
ま
ず
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
提
案
し
た
戦
勝
記
念
政
策

を
め
ぐ
る
動
向
を
示
し
、
つ
ぎ
に
そ
れ
が
外
交
政
策
と
関
連
し
て
い
た
こ
と
を
明
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ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
は
と
く
に
外
交
政
策
に
対
す
る
両
者
の
見
解
の
差
異
に
焦

点
を
合
わ
せ
、
一
九
五
五
年
の
国
際
政
治
の
状
況
と
、
そ
こ
で
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
果

た
し
た
役
割
に
注
視
す
る
。

戦
勝
十
周
年
記
念
に
関
連
す
る
祝
賀
行
事
の
実
施
を
提
案
し
た
の
は
ジ
ュ
ー
コ

フ
と
ジ
ェ
ル
ト
フ
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
は
、
一
九
五
五
年
四
月
二
十
九
日
、
対

独
戦
勝
記
念
関
連
行
事
の
実
施
に
関
す
る
決
議
草
案
の
審
議
依
頼
を
党
中
央
委
員

会
に
提
出
し
た

b

。
こ
れ
を
受
け
て
、
五
月
五
日
、
党
中
央
委
員
会
幹
部
会
は
、
五

月
八
日
に
モ
ス
ク
ワ
の
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
に
て
戦
勝
記
念
十
周
年
記
念
式
典
を
実

施
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
た
だ
し
、
式
典
の
司
会
は
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
、
基
調
報
告

者
は
コ
ー
ネ
フ
と
決
定
さ
れ
、
も
と
も
と
の
提
案
者
で
あ
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
に
は
い

ず
れ
の
役
割
も
割
り
振
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
戦
勝
記
念
関
連
行
事
の
担
当
者

も
ス
ー
ス
ロ
フ
、
ポ
ス
ペ
ー
ロ
フ
、
コ
ー
ネ
フ
、
ジ
ェ
ル
ト
フ
の
四
名
と
さ
れ
、

軍
司
令
官
と
し
て
は
唯
一
コ
ー
ネ
フ
が
選
ば
れ
た

c

。
行
事
内
容
は
、
同
月
六
日
の

中
央
委
員
会
幹
部
会
で
の
審
議
を
経
て
最
終
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
司
会
及

び
基
調
報
告
者
に
変
更
は
な
か
っ
た

d

。
多
く
の
軍
司
令
官
の
中
か
ら
軍
を
代
表
す

る
報
告
者
と
し
て
コ
ー
ネ
フ
が
選
ば
れ
た
理
由
を
、
ボ
ル
ジ
ュ
ー
ゴ
フ
は
、
国
民

に
名
が
知
ら
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
、﹁
ス
タ
ー
リ
ン
の
戦
勝
の
神
話
﹂
に
比
較

的
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る

e

。
他
方
で
、
国
防

相
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
式
典
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
招
聘
さ
れ
な
か
っ
た
。
当

時
の
戦
勝
十
周
年
記
念
式
典
を
取
り
上
げ
た
新
聞
で
も
、
参
加
者
と
し
て
ジ
ュ
ー

コ
フ
の
名
前
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

f

。

戦
勝
記
念
十
周
年
記
念
式
典
は
、
定
め
ら
れ
た
と
お
り
一
九
五
五
年
五
月
八
日

に
実
施
さ
れ
た
。
党
指
導
部
に
と
っ
て
、
こ
の
式
典
は
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
新
た

な
指
導
体
制
の
下
、
戦
勝
の
歴
史
と
記
憶
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
を
引
き
離
す
試
み
を

初
め
て
実
行
す
る
場
で
あ
っ
た

g

。
以
下
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
と
基
調
報
告
者
で
あ
る

コ
ー
ネ
フ
の
発
言
の
差
異
に
注
目
し
て
、
こ
の
式
典
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ブ
ル

ガ
ー
ニ
ン
の
開
会
の
辞
に
続
い
て
行
わ
れ
た
コ
ー
ネ
フ
の
基
調
報
告

h

で
は
、
ス

タ
ー
リ
ン
の
名
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
ず
、
名
を
挙
げ
る
と
き
も
﹁
国
家
防
衛

委
員
会
委
員
長
﹂
や
﹁
最
高
総
司
令
官
﹂
と
い
っ
た
役
職
の
名
称
を
伴
っ
て
い
た
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
肩
書
を
ス
タ
ー
リ
ン
に
与
え
た
の
は
党
中
央
委
員
会
及
び
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
政
権
で
あ
る
と
も
主
張
さ
れ
た

i

。
他
方
で
、
戦
勝
十
周
年
記
念
で
コ
ー

ネ
フ
が
演
説
し
た
の
と
同
日
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
も
﹃
プ
ラ
ウ
ダ
﹄
紙
に
戦
勝
記
念
に

関
す
る
論
考
を
寄
稿
し
た
。
和
田
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
こ
の
論
考
を
コ
ー
ネ
フ
の
演

説
と
比
較
し
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
独
ソ
戦
初
期
の
重
大
な
敗
北
に
言
及
し
た
と
し
、

﹁
独
ソ
戦
勝
利
の
す
べ
て
の
功
績
が
ス
タ
ー
リ
ン
に
帰
せ
ら
れ
て
い
た
こ
れ
ま
で

の
論
調
と
比
し
て
、
評
価
は
劇
的
に
修
正
さ
れ
て
い
る
﹂
と
指
摘
し
て
い
る

j

。
一

方
、
コ
ー
ネ
フ
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
名
前
に
言
及
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
独
ソ

戦
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
判
断
そ
の
も
の
は
否
定
し
な
か
っ
た
。
コ
ー
ネ
フ
が

演
説
に
て
﹁
最
高
総
司
令
部
の
作
戦
計
画
は
、
目
的
の
明
瞭
さ
、
計
画
の
奥
深
さ
、

状
況
の
展
開
へ
の
先
見
性
、
自
ら
の
実
現
可
能
性
の
正
確
な
評
価
、
敵
の
計
画
に

対
す
る
洞
察
、
定
め
ら
れ
た
目
標
達
成
の
た
め
の
全
戦
力
及
び
手
段
の
動
員
と
い

う
点
で
傑
出
し
た
も
の
で
あ
る
﹂

k

と
、
ス
タ
ー
リ
ン
率
い
る
最
高
総
司
令
部
の
作

戦
に
つ
い
て
肯
定
的
に
評
価
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
独
ソ
戦
の
解
釈
に
お
い
て
、
両
者
に
は
認
識
の
差
異
が
見
ら
れ
た
の
で



七

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
ソ
連
の
戦
勝
記
念
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
影
響
︵
徳
永
︶

あ
る
。

ま
た
、
和
田
は
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
論
考
に
つ
い
て
も
う
ひ
と
つ
指
摘
を
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
パ
ル
チ
ザ
ン

を
肯
定
的
に
評
価
し
、
ソ
連
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
関
係
改
善
と
い
う
外
交
政

策
へ
の
具
体
的
な
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

l

。
こ
れ
は
一
九
五
五
年
五
月

十
九
日
の
党
中
央
委
員
会
幹
部
会
に
て
モ
ロ
ト
フ
に
よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
批
判
さ

れ
た
も
の
の
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
ら
ソ
連
代
表
団
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
訪
問
を
経

て
、
早
く
も
六
月
二
日
、
ソ
連
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
関
係
正
常
化
に
至
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
提
案
は
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
の
関
係
正
常
化
以
外
に
も
、
ソ
連
を
と
り
ま
く
国
際
政
治

状
況
の
変
化
が
多
く
起
こ
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
五
月
十
五
日
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

国
家
条
約
が
締
結
さ
れ
、
七
月
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
て
ソ
連
、
米
国
、
英
国
、
フ

ラ
ン
ス
の
四
ヵ
国
に
よ
る
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
で
は
前

年
か
ら
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
が
発
生
し
て
お
り
、
中
華
人
民
共
和
国
と
の
交
渉

が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
五
月
五
日
、
パ
リ
協
定
の
発
効
に

よ
り
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
︵
以
下
、
西
ド
イ
ツ
︶
の
再
軍
備
が
決
定
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
西
ド
イ
ツ
は
北
大
西
洋
条
約
機
構
に
加
盟
し
、
ソ
連

は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
コ
ー
ネ
フ
の
基
調
報
告

に
は
、
こ
れ
ら
国
際
政
治
の
動
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ネ
フ
は
、
ソ

連
に
米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
を
加
え
た
四
ヵ
国
を
﹁
反
ヒ
ト
ラ
ー
連
合
﹂
と
し
、

こ
の
連
合
が
ド
イ
ツ
を
粉
砕
し
た
こ
と
を
認
め
た
も
の
の
、
米
英
仏
の
対
独
融
和

政
策
及
び
対
ソ
孤
立
政
策
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
侵
略
を
促
し
、
ソ
連
へ
の
侵
攻
を
許
し

た
と
非
難
し
、
独
ソ
戦
の
開
戦
の
責
任
を
こ
の
三
カ
国
に
求
め
た
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
発
言
は
ソ
連
に
直
接
的
に
関
連
す
る
事
柄
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
米
英

仏
を
﹁
帝
国
主
義
諸
国
﹂
と
し
、
こ
の
う
ち
英
仏
が
関
わ
っ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談

は
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
及
び
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
占
領
、
そ
し
て
対
英
仏
へ
の
戦
争
開
始
の
要
因
と
な
っ
た
と
、
独
ソ
戦
開
始

以
前
の
英
仏
の
外
交
も
非
難
し
た
。
ト
ゥ
マ
ル
キ
ン
は
、
冷
戦
の
本
格
化
に
伴
い
、

﹁
戦
時
の
敵
は
も
は
や
、
い
わ
ゆ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
で
は
な
く
帝
国
主
義
と
な
っ
た
﹂

と
し
て
、
一
九
五
〇
年
頃
を
境
に
政
治
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
米
国
及
び
英
国
と
い
っ

た
西
側
諸
国
を
非
難
す
る
方
針
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

m

。
ト
ゥ
マ

ル
キ
ン
は
こ
の
コ
ー
ネ
フ
の
演
説
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
演

説
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
指
摘
は
正
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、

コ
ー
ネ
フ
は
戦
勝
の
意
義
を
﹁
資
本
主
義
に
対
す
る
社
会
主
義
の
優
位
性
を
証
明

し
た
﹂
と
説
明
し
、﹁
今
、
我
々
は
、
こ
の
過
去
の
で
き
ご
と
を
、
歴
史
的
事
実

と
し
て
思
い
起
こ
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
今
日
そ
し
て
将
来
へ
の
教
訓
、
現

代
の
国
際
情
勢
の
下
で
は
、
残
念
な
こ
と
に
、
資
本
主
義
諸
国
の
何
人
か
の
政
治

家
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
の
教
訓
を
学
ぶ
た
め
に
思
い
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ

る
﹂
と
、
当
時
の
国
際
政
治
の
状
況
と
関
連
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

コ
ー
ネ
フ
の
演
説
は
党
指
導
部
の
見
解
を
代
弁
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。

戦
勝
十
周
年
記
念
か
ら
二
ヵ
月
後
の
七
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
て
四
ヵ
国
首
脳
会

談
が
開
催
さ
れ
た
。
ソ
連
政
府
代
表
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
、
第
一
書
記
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

ら
と
と
も
に
、
国
防
相
と
し
て
ジ
ュ
ー
コ
フ
も
参
加
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
タ
ー
リ
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フ
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シ
チ
ョ
フ
期
ソ
連
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戦
勝
記
念
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
影
響
︵
徳
永
︶

ン
死
後
、
初
と
な
る
米
ソ
首
脳
会
談
の
場
で
も
あ
っ
た
。
ソ
連
の
外
交
政
策
に
関

す
る
歴
史
研
究
に
て
駒
村
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五
六
年
に
か
け
て
の
ソ
連

の
外
交
政
策
を
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
主
導
す
る
﹁
平
和
共
存
﹂
外
交
の
胎
動
期
と

位
置
付
け
て
い
る

n

。
と
こ
ろ
が
、﹁
平
和
共
存
﹂
外
交
を
主
導
す
る
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
以
上
に
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
米
国
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
集
め
た
。﹃
タ
イ
ム
﹄
誌

は
、
一
九
五
五
年
五
月
九
日
号
の
表
紙
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
肖
像
を
掲
載
し
た

o

。
こ

の
﹃
タ
イ
ム
﹄
誌
の
論
調
に
つ
い
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
伝
記
研
究
を
著
わ
し
た
ロ

バ
ー
ツ
は
、
連
合
国
遠
征
軍
最
高
司
令
官
と
い
う
経
歴
を
持
つ
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

米
大
統
領
と
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
会
談
を
﹁
戦
友
﹂
の
再
会
と
位
置
づ
け
、
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
で
は
な
く
ジ
ュ
ー
コ
フ
と
の
会
談
に
緊
張
緩
和
の
糸
口
を
見
い
だ
し
た
と

ま
と
め
て
い
る

p

。
こ
れ
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
米
国
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
で

の
連
合
国
と
し
て
の
﹁
米
ソ
同
盟
﹂
の
記
憶
が
、
冷
戦
を
緩
和
す
る
き
っ
か
け
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
と
も
解
釈
で
き
る
。
実
際
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
政
権
も
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
駐
ソ
連
米

国
大
使
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ー
レ
ン
は
、
先
述
の
戦
勝
十
周
年
記
念
に
寄
せ
て
掲
載

さ
れ
た
五
月
八
日
付
﹃
プ
ラ
ウ
ダ
﹄
紙
の
論
考
に
着
目
し
、
六
月
十
日
付
で
国
務

長
官
ダ
レ
ス
に
提
出
し
た
文
書
に
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
軍
拡
競
争
を
無
意
味
な
も

の
と
考
え
て
お
り
、
初
校
で
は
核
戦
力
の
破
壊
力
に
つ
い
て
﹁
生
々
し
く
突
っ
込

ん
だ
説
明
﹂
を
し
て
い
た
が
、
編
集
の
過
程
で
党
指
導
部
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
と
、

ジ
ュ
ー
コ
フ
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
報
告
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る

q

。
な
お
、
ソ
連
国
内
で
も
戦
勝
記
念
式
典
か
ら
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
存
在
を
完
全

に
捨
象
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年
以
降
、
公
式
の
式
典
が
行
わ

れ
な
く
な
っ
て
か
ら
も
、
毎
年
五
月
九
日
に
は
新
聞
各
紙
に
戦
勝
を
祝
す
る
言
葉

を
兼
ね
た
国
防
省
命
令
を
掲
載
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た

r

。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
命
令
に
署
名
し
た
国
防
相
と
し
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
名
前
は
戦
勝
十
周
年
を

取
り
上
げ
た
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

s

。

三
、  

戦
勝
十
周
年
記
念
式
典
以
降
の
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
動
向
―
独

ソ
戦
と
そ
の
勝
利
の
歴
史
的
解
釈
を
め
ぐ
る
提
案
の
拡
大

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
勝
十
周
年
を
記
念
す
る
行
事
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
の

発
議
に
よ
り
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
さ
ら
な
る
戦
勝
の
歴
史
と

記
憶
を
め
ぐ
る
政
策
を
党
指
導
部
へ
と
提
言
し
た
。
ま
た
、
一
九
五
六
年
の
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
第
二
〇
回
党
大
会
で
の
﹁
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
﹂
以
降
、
ジ
ュ
ー

コ
フ
は
戦
争
中
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
具
体
的
な
役
割
に
つ
い
て
も
、
自
身
の
見
解
を

具
体
的
に
党
指
導
部
へ
と
示
す
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ

の
二
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
上
で
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
戦
勝
記
念
へ
と
与
え
た
影
響

を
考
察
す
る
。

戦
勝
十
周
年
記
念
式
典
の
後
、
す
ぐ
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
独
ソ
戦
史
の
記
述
に
つ

い
て
具
体
的
な
提
案
を
行
っ
た
。
一
九
五
五
年
五
月
二
十
三
日
、
独
ソ
戦
初
期
の

戦
闘
に
つ
い
て
﹁
退
却
﹂
を
明
記
す
る
よ
う
求
め
る
提
案
を
、
参
謀
総
長
ソ
コ
ロ

フ
ス
キ
ー
と
連
名
で
幹
部
会
に
送
付
し
た
の
で
あ
る

t

。
こ
の
提
案
で
は
、
理
由
と

し
て
、
独
ソ
戦
初
期
の
戦
闘
は
、
現
時
点
で
は
﹁
ソ
連
軍
の
積
極
防
勢
﹂
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ソ
連
軍
の
作
戦
に
つ
い
て
誤
っ
た
認
識
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
上
に
、
こ
こ
で
の
﹁
積
極
防
勢
﹂
と
い
う
概
念
が
自
ら
の
見
解
と
矛
盾
す
る



九

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
ソ
連
の
戦
勝
記
念
に
お
け
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ー
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フ
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︶

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
提
案
の
力
点
は
、
戦
争
中
の
ス

タ
ー
リ
ン
の
評
価
と
同
じ
程
度
に
、
自
身
の
軍
事
理
論
に
基
づ
く
独
ソ
戦
史
の
解

釈
に
も
置
か
れ
て
い
た
の
だ
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
時
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
﹁
大
祖

国
戦
争
﹂
の
歴
史
と
記
憶
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
考
え
を
巡
ら
せ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
提
案
か
ら
ひ
と
月
も
経
過
し
な
い
六
月
十
四
日
、
ジ
ュ
ー

コ
フ
は
新
た
な
提
案
を
党
中
央
委
員
会
に
送
付
し
た

u

。
こ
の
提
案
は
、
モ
ス
ク

ワ
及
び
英
雄
都
市

v

に
て
戦
勝
を
祝
す
る
記
念
碑
を
建
立
す
る
こ
と
を
求
め
て
お

り
、
自
身
の
見
解
を
具
体
的
に
記
し
て
い
た
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、
戦
勝
十
周
年
に

あ
た
っ
て
﹁
我
が
国
の
自
由
と
独
立
の
た
め
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
戦
い
を
成
し
遂

げ
た
、
ソ
連
人
民
と
そ
の
軍
隊
の
偉
業
を
示
す
大
規
模
な
記
念
碑
が
ひ
と
つ
も
な

い
﹂
と
苦
言
を
呈
し
た
上
で
、
記
念
碑
を
﹁
犠
牲
と
な
っ
た
ソ
連
軍
人
の
記
憶
を

永
遠
に
称
え
、
我
ら
人
民
、
と
り
わ
け
若
年
世
代
の
教
育
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
﹂

と
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
提
案
は
、
ま
ず
党
中
央
委
員
会
学
術
文

化
部
長
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
に
よ
り
検
討
さ
れ
た
。
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
は
、
こ
の
政

策
の
実
行
主
体
は
国
防
省
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
文
化
省
が
後
援
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
上
で
、
同
年
九
月
十
四
日
に
党
中
央
委
員
会
に
送
付
し
た

w

。
最
終
的
に
、

翌
一
九
五
六
年
四
月
二
四
日
、
こ
の
提
案
は
書
記
局
に
て
決
議
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

担
当
者
は
文
化
相
ミ
ハ
イ
ロ
フ
を
筆
頭
に
、
ポ
リ
カ
ル
ポ
フ
、
コ
ー
ネ
フ
、
ジ
ェ

ル
ト
フ
、
ボ
ブ
ロ
フ
ニ
コ
フ
、
ロ
ヴ
ェ
イ
コ
の
五
名
と
さ
れ
た
。
国
防
省
は
実
行

主
体
と
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
国
防
相
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
担
当
者
に
含
ま

れ
ず
、
他
方
で
、
軍
司
令
官
か
ら
は
再
び
コ
ー
ネ
フ
だ
け
が
選
ば
れ
た

x

。
な
お
、

こ
の
書
記
局
決
議
が
な
さ
れ
た
二
ヵ
月
後
に
は
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
第
一
書
記
で
あ

る
シ
ェ
レ
ー
ピ
ン
が
中
央
委
員
会
に
文
書
を
送
付
し
て
、
記
念
碑
に
よ
る
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
が
ま
だ
不
十
分
な
も
の
だ
と
指
摘
し
、
若
年
世
代
に
対
し
て
革
命
、
内
戦
、

そ
し
て
﹁
大
祖
国
戦
争
﹂
の
傑
出
し
た
兵
士
た
ち
の
偉
業
を
教
育
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

y

。
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
提
案
と

の
直
接
的
な
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
提
案
以
降
、

﹁
大
祖
国
戦
争
﹂
に
関
す
る
記
念
碑
の
建
立
を
め
ぐ
っ
て
党
指
導
部
内
で
議
論
が

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

一
九
五
六
年
二
月
、
第
二
〇
回
党
大
会
に
て
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
秘
密
報
告
、
い

わ
ゆ
る
﹁
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
﹂
を
行
い
、
戦
争
に
お
け
る
最
高
総
司
令
官
と
し
て

の
ス
タ
ー
リ
ン
の
功
績
を
明
確
に
否
定
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
個

人
崇
拝
の
否
定
と
い
う
点
で
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
見
解
が
一
致

を
み
た
。
そ
れ
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
に
よ
る
独
ソ
戦
史
の
解
釈
を
め
ぐ
る
党
指
導
部
へ

の
、
さ
ら
な
る
提
案
を
招
い
た
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
一
九
五
六
年
五
月
十
二
日
、
国

防
省
機
関
紙
﹃
ク
ラ
ス
ナ
ヤ
・
ズ
ヴ
ェ
ズ
ダ
﹄
掲
載
の
論
説
に
関
す
る
意
見
書
を

中
央
委
員
会
に
送
付
し
た

z

。
同
紙
は
、
同
年
五
月
九
日
、
戦
勝
記
念
日
に
寄
せ

て
論
説
を
掲
載
し
、
同
じ
く
国
防
省
が
発
行
す
る
﹃
陸
軍
通
信
﹄
誌
が
、
独
ソ
戦

初
期
の
敗
北
の
責
任
を
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
に
求
め
た
記
事
を
掲
載
し
た
こ

と
は
、﹁
ソ
連
人
民
と
そ
の
軍
隊
の
決
定
的
役
割
を
軽
視
﹂
し
て
い
る
と
批
判
し

て
い
た
。
意
見
書
に
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、﹃
陸
軍
通
信
﹄
誌
の
記
述
は
第
二
〇

回
党
大
会
に
て
示
さ
れ
た
見
解
に
沿
っ
て
い
る
と
擁
護
し
、
ま
た
、﹃
ク
ラ
ス
ナ

ヤ
・
ズ
ヴ
ェ
ズ
ダ
﹄
紙
に
よ
る
﹁
ソ
連
人
民
と
そ
の
軍
隊
の
決
定
的
役
割
を
軽
視

し
た
﹂
と
い
う
批
判
に
は
根
拠
が
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し



一
〇

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
ソ
連
の
戦
勝
記
念
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
影
響
︵
徳
永
︶

て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
六
月
に
開
催
さ
れ
る
中
央
委
員
会
総
会
で
報
告
す
る
も
の
と

し
て
、
文
案
を
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
送
付
し
た

+

。
こ
の
文
案
に
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、

作
戦
に
お
け
る
判
断
の
誤
り
や
軍
司
令
官
の
大
量
逮
捕
に
対
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
の

責
任
を
明
確
に
批
判
し
、
戦
争
中
の
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
の
弊
害
を
強
調
し
て

い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝

の
否
定
に
賛
同
し
て
い
た
。
一
方
、
こ
の
党
大
会
と
時
を
同
じ
く
し
て
行
わ
れ
た

中
央
委
員
会
総
会
に
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
核
戦
力
の
推
進
及
び
通
常
戦
力
の
削

減
を
行
う
方
針
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
初
め
て
の
軍
事
理

論
に
関
す
る
見
解
の
表
明
で
も
あ
り
、
そ
の
方
針
は
、
経
済
政
策
及
び
﹁
平
和
共

存
﹂
外
交
と
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た

,

。
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
こ
の
政
策
に
つ
い
て
、

通
常
戦
力
を
軽
視
し
て
い
る
と
の
理
由
で
、
否
定
的
な
見
解
を
党
指
導
部
に
表
明

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
策
を
実
行
す
る
党
指
導
者
の
立
場
に
立
脚
す
る
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
と
、
軍
事
理
論
に
基
づ
く
軍
司
令
官
の
視
点
か
ら
語
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
見

解
は
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
、
見
解
の
差
異
は
次
第
に
大
き
く

な
り
、
両
者
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
っ
た
。

お
わ
り
に

一
九
五
五
年
二
月
の
国
防
相
及
び
国
防
会
議
正
会
員
へ
の
就
任
以
降
、
政
治
権

力
を
背
景
に
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
軍
内
に
お
け
る
軍
事
理
論
の
再
検
討
を
主
導
し

た
。
そ
し
て
、
自
身
の
軍
事
理
論
に
基
づ
き
、
様
々
な
領
域
で
党
指
導
部
へ
の
提

案
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
勝
記
念
や
独
ソ
戦
史
の
解
釈
に
関
す
る

提
案
も
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
国
民
統
合
理
念
や
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
あ
く
ま
で

も
自
身
の
軍
人
と
し
て
の
見
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
を
は
じ
め
と
す
る
党
指
導
部
か
ら
す
れ
ば
、
戦
勝
記
念
や
独
ソ
戦
史
の
解
釈

は
、
そ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
さ
ら
に
高

度
な
政
治
的
判
断
を
必
要
と
す
る
繊
細
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
ら
党
指
導
部
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
提
案
を
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
と
比
較
し
て
、
戦
勝
記
念
政
策
は
不

完
全
な
も
の
に
終
わ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
九
五
五
年
、
米
国
に

て
冷
戦
の
緊
張
緩
和
の
糸
口
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
﹁
米
ソ
同
盟
﹂
の
記
憶

が
注
目
を
集
め
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
そ
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
こ
と
は
、

自
身
が
外
交
を
主
導
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
、
戦
勝
記
念
そ
の
も

の
か
ら
ジ
ュ
ー
コ
フ
を
遠
ざ
け
た
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
十
回
党
大
会
の
翌
年
で
あ
る
一
九
五
七
年
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
国
防
相
を
解

任
さ
れ
、
中
央
委
員
会
及
び
幹
部
会
か
ら
も
除
名
さ
れ
た
。﹁
罪
状
﹂
と
さ
れ
た

の
は
、
軍
を
党
か
ら
引
き
離
そ
う
と
し
た
こ
と
と
、﹁
大
祖
国
戦
争
﹂
で
の
功
績

の
独
占
で
あ
っ
た

/

。
こ
れ
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
政
治
の
み
な
ら
ず
軍
の
領
域
で
も
失

脚
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
四
年
に
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
が
失
脚
し
ブ
レ
ジ
ネ
フ
へ
と
指
導
者
が
交
代
す
る
と
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
復

権
を
果
た
し
、
一
九
六
五
年
の
戦
勝
記
念
式
典
に
も
招
聘
さ
れ
た
。
戦
勝
記
念
の

大
規
模
化
の
嚆
矢
が
ま
さ
に
こ
の
戦
勝
記
念
式
典
で
あ
っ
た
こ
と
は
は
じ
め
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
戦
勝
記
念
の
成
立
過
程
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
与
え
た
影
響
を



一
一

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
ソ
連
の
戦
勝
記
念
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
影
響
︵
徳
永
︶

さ
ら
に
深
く
考
察
す
る
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
の
検

討
も
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
、
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。
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立
石
洋
子
﹁
ロ
シ
ア
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
記
憶
と
国
民
意
識
﹂﹃
教
養

と
し
て
の
政
治
学
入
門
﹄
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
九
年
、
二
一
九
―
二
四
五
頁
。

ま
た
、﹃
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
記
憶
：
ソ
連
解
体
後
ロ
シ
ア
の
歴
史
認
識
論
争
﹄
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
、
で
も
言
及
が
あ
る
。

　

6

　

 

半
谷
史
郎
﹁
一
九
六
五
年
五
月
九
日
の
﹁
黙
祷
﹂
放
送
：
ソ
連
に
お
け
る
戦

没
者
追
悼
行
事
の
創
造
﹂﹃
ス
ラ
ヴ
研
究
﹄
六
六
号
、
二
〇
一
九
年
、
一
九
一
―

二
〇
四
頁
。
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ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
ジ
ュ
ー
コ
フ
︵Георгий К

онстантинович Ж
уков

︶
の

経
歴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
九
六
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
カ
ル
ー
ガ
県
生
ま

れ
。
一
九
一
五
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
陸
軍
入
隊
。
ロ
シ
ア
革
命
後
の
一
九
一
八
年
、

赤
軍
入
隊
。
一
九
二
〇
年
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
入
党
。
一
九
三
九
年
、
第
一
軍
集

団
司
令
官
に
就
任
し
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
を
指
揮
し
た
。
一
九
四
一
年
、
参
謀
総

長
に
就
任
。
同
年
六
月
に
独
ソ
戦
が
勃
発
し
、
そ
の
間
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
方
面

軍
、
西
部
方
面
軍
等
に
て
司
令
官
を
務
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
戦
い
等
を

指
揮
し
た
。
一
九
四
二
年
八
月
、
最
高
総
司
令
官
代
理
に
就
任
。
一
九
四
三
年
、

ソ
連
邦
元
帥
。
独
ソ
戦
末
期
の
一
九
四
五
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
占
領
を
指
揮
し
、
ソ

連
の
戦
勝
を
主
導
し
た
。
同
年
五
月
の
降
伏
文
書
調
印
式
に
も
ソ
連
側
代
表
と
し

て
参
加
し
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
占
領
軍
司
令
官
も
務
め
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後

は
地
上
軍
司
令
官
に
就
任
し
た
が
、
翌
一
九
四
六
年
に
同
職
務
を
解
任
さ
れ
た
。

一
九
五
〇
年
に
復
権
し
、
一
九
五
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期

に
は
国
防
次
官
、
国
防
相
を
歴
任
し
、
一
九
五
六
年
に
は
党
中
央
委
員
会
幹
部
会

員
に
も
選
出
さ
れ
た
。
一
九
五
七
年
、
こ
れ
ら
職
務
を
解
任
さ
れ
、
翌
一
九
五
八

年
に
は
党
中
央
委
員
会
幹
部
会
決
定
に
よ
り
退
役
し
た
。
一
九
六
四
年
の
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
失
脚
後
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
に
再
び
復
権
し
、
一
九
六
九
年
に
は
回
想
録
が

出
版
さ
れ
た
。
一
九
七
四
年
、
モ
ス
ク
ワ
に
て
死
去
。
な
お
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
と
い

う
人
物
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
に
詳
し
い
。
ロ
バ
ー
ツ
，
ジ
ェ
フ
リ
ー
著
、
松

島
芳
彦
訳
﹃
ス
タ
ー
リ
ン
の
将
軍
：
ジ
ュ
ー
コ
フ
﹄
白
水
社
、
二
〇
一
三
年
。
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こ
れ
は
最
高
総
司
令
官
に
次
ぐ
権
限
を
有
し
た
役
職
で
あ
る
。
最
高
総
司
令
官
は

ス
タ
ー
リ
ン
が
務
め
て
い
た
た
め
、
戦
争
中
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
次

ぐ
権
限
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

9

　

 К
опосов, там ж

е, С
. 97-99.

　

0

　

 К
опосов, там ж

е, С
. 99-100. 

コ
ポ
ソ
フ
は
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

体
制
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
が
、
権
力
志
向
な
性
格
を
有
し
て
い
た
た
め
、﹁
戦

争
の
崇
拝
﹂
が
そ
う
い
っ
た
軍
司
令
官
の
政
治
的
野
心
を
駆
り
立
て
る
こ
と
を
警

戒
し
て
い
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　

!

　

 

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
と
比
較
し
て
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
に
党
と
軍
の
関
係
が
安
定
し
た
こ

と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
研
究
で
は
、
長
谷
川
毅
﹁
ロ
シ
ア
革
命

七
〇
周
年
と
ソ
連
の
軍
事
政
策
﹂﹃
ソ
連
・
東
欧
学
会
年
報
﹄
十
六
号
、
一
九
八
七

年
、
一
―
一
二
頁
に
詳
し
い
。
ま
た
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
伝
記
研
究
と
し
て
、
以

下
で
も
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。Ш

ат
т

енберг, С
ю

занна, Л
еонид 

Бреж
нев. Величие и трагедия человека и страны

, М
осква, 2018.
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松
戸
清
裕
﹁
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
﹂﹃
ロ
シ
ア
史
研
究
﹄
八
十
号
、

二
〇
〇
七
年
、
六
〇
―
七
八
頁
。

　

#

　
 

和
田
春
樹
﹃
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
一
九
五
三
―
五
六
年
：
一
人
の
独
裁
者
の
死
が
、

い
か
に
二
〇
世
紀
世
界
を
揺
り
動
か
し
た
か
﹄
作
品
社
、
二
〇
一
六
年

　

$

　

 

立
石
、
前
掲
書
、
二
〇
一
九
年
、
二
三
四
頁
。

　

%

　

 ﹁
後
方
の
安
定
性
﹂﹁
軍
の
士
気
﹂﹁
師
団
の
質
と
量
﹂﹁
軍
の
装
備
﹂﹁
指
揮
官
の



一
二

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
ソ
連
の
戦
勝
記
念
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
影
響
︵
徳
永
︶

組
織
能
力
﹂
の
五
つ
を
恒
常
的
要
因
と
し
、
こ
れ
ら
要
因
だ
け
が
戦
争
の
帰
趨
を

決
す
る
と
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
軍
事
理
論
の
再
検
討
に
つ
い
て
の
研
究
は

多
く
あ
り
、
初
期
の
研
究
で
は
、
佐
藤
栄
一
﹁
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
成
立
と

発
展
：
ソ
連
の
戦
後
軍
事
戦
略
の
変
遷
と
の
関
連
で
﹂﹃
季
刊
国
際
政
治
﹄
四
四
号
、

一
九
七
一
年
、
一
一
一
―
一
五
五
頁
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

^

　

 

佐
藤
、
同
論
文
、
一
三
一
頁
。

　

&

　

 

佐
藤
、
同
論
文
、
一
三
二
頁
。
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 П
резидиум Ц

К
 К

П
СС

. 1954-1964. Том 2. 1954-1958. С
. 47.
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仙
洞
田
潤
子
﹃
ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
核
戦
略
形
成
﹄
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
二
年
、
二
八
―
二
九
頁
。
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仙
洞
田
、
同
書
、
同
頁
。
ロ
バ
ー
ツ
、
前
掲
書
、
二
九
〇
頁
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уков. Стенограмма октябрьского (1957 г.) пленума Ц
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︵
以
下
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. 29.
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/75-let-pobedy

﹀︵
以
下
、

вы
ставка. 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
同
じ
︶
よ
り
閲
覧
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
全
て
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
の
最
終
ア
ク
セ
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日
は
二
〇
二
〇
年
九
月
一
八
日
で
あ
る
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閲
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 РГАН
И

. Ф
. 3. О

п. 50. Д
. 581. Л

. 70. вы
ставка 

よ
り
閲
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 Б
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е, С

. 21.

　

f

　

 Труд 10.05.1955 С
. 1 С
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﹀︵
以
下
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Ｕ
Ｒ
Ｌ
同
じ
︶
よ
り
閲
覧
。

　

g

　

 Б
ордю

гов, там ж
е, С

. 19.

　

h

　

 Труд 10.05.1955 С
. 2 

に
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
コ
ー
ネ
フ
の
演
説

内
容
は
す
べ
て
当
該
記
事
に
基
づ
く
。СГ

よ
り
閲
覧
。
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 Б
ордю

гов, там ж
е, С

. 20-21.
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和
田
、
前
掲
書
、
二
三
七
―
二
三
八
頁
。

　

k

　

 

演
説
の
こ
の
部
分
に
着
目
し
て
い
る
日
本
の
研
究
で
は
、
乾
一
宇
﹃
力
の
信
奉
者

ロ
シ
ア
：
そ
の
思
想
と
戦
略
﹄、JC

A

出
版
、
二
〇
一
一
年
が
あ
る
。
た
だ
し
、
乾

の
研
究
は
軍
事
思
想
の
変
遷
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
と
は
問
題
意
識

が
異
な
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
改
め
て
検
討
を
加
え
た
。
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、
前
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書
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同
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 T
um

arkin, Ibid. pp. 104-105.

　

n

　

 

駒
村
哲
﹁
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
﹁
平
和
共
存
﹂
外
交
の
胎
動
︵1955-1956

︶﹂﹃
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、
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. 1 СГ

よ
り
閲
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 Ж
уков. С
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松
戸
、
前
掲
、
六
六
頁
。
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 РГАН
И

. Ф
. 4. О

п. 16. Д
. 39. Л

. 112-115. вы
ставка 

よ
り
閲
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ニ
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、
ス
タ
ー
リ
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ラ
ー
ド
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
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デ
ッ
サ
。
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И
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п. 16. Д
. 39. Л

. 99-100. вы
ставка 

よ
り
閲
覧
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x

　

 РГАН
И
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. 4. О

п. 15. Д
. 9. Л

. 25. вы
ставка

よ
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閲
覧
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y

　

 H
ornsby, R

obert., S
oviet Youth on the M

arch the A
ll-U

nion T
ours 

of M
ilitary G
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ontem

porary H
istory, 2017, 
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 Ж

уков. С
. 133-134. 

和
田
、
前
掲
書
、
三
四
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頁
。
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 Ж
уков. С

. 134-148. 

松
戸
、
前
掲
、
六
六
頁
。
和
田
、
前
掲
書
、
三
四
七
頁
。

第
二
〇
回
党
大
会
以
後
の
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
動
向
は
、
こ
の
両
名
の
研
究
に
詳
し
い
。

な
お
、
こ
の
総
会
は
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

,

　

 

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
軍
事
理
論
が
標
榜
す
る
﹁
戦
争

不
可
避
論
﹂
を
放
棄
し
、
兵
力
を
削
減
し
核
戦
力
の
増
強
を
図
る
方
針
を
提
起
し



一
三

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
ソ
連
の
戦
勝
記
念
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
影
響
︵
徳
永
︶

た
。
こ
の
方
針
は
、
兵
力
削
減
に
よ
り
若
年
世
代
を
生
産
ラ
イ
ン
へ
と
動
員
す
る

こ
と
も
含
ん
で
い
た
た
め
、
経
済
政
策
と
両
輪
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、﹁
平

和
共
存
﹂
外
交
は
経
済
競
争
を
通
じ
て
社
会
主
義
の
優
位
性
を
示
す
こ
と
を
基
本

理
念
と
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
政
策
は
一
体
の
も
の
と
し
て
実
行
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
め
ぐ
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
見
解
の
差
異
は
、

仙
洞
田
、
前
掲
書
に
詳
し
い
。

　

/

　

 Ж
уков. С

. 439-441.


